




グローバ ルに活躍する
若手医師たち

グローバ ルに活躍する
若手医師たち

Report COVID-19パンデミックと外科 ̶海外若手医師より̶ 

日本医師会の若手医師支援

JMA-JDNとは

今回は、JMA-JDNの若手医師が海外の若手医師に話を聴きました。

Junior Doctors Network（JDN）は、2011年4月の世界医師会（WMA）理事会で若手医師の国際的組織として承
認されました。JDNは、世界中の若手医師が情報や経験を共有し、未来の医療を考えて行動するための画期的なプ
ラットフォームです。日本医師会（JMA）は2012年10月に国際保健検討委員会の下にJMA-JDNを立ち上げました。
これまで若手医師の集まりは学会や医局、地域、NGOなどの枠組みの中でつくられてきました。JMA-JDNは、多
様な若手医師がそれらの枠組みを超えて、公衆衛生や医療分野において自由に自分たちのアイデアを議論し行動でき
る場を提供したいと考えています。関心のある方は検索サイトやFacebookで「JMA-JDN」と検索してみてください。

世界に広がるJunior Doctors Networkのつな
がりを活かして、海外の若手医師がパンデミック
下においてどのようなことを考えているかお伝え
します。
お話を伺ったのはイタリア・サッサリ大学一般外
科で研修中のTeresa Perra先生です。2018年
にイタリア・サルデーニャ自治州のカリャリ大学
を卒業後、大腸外科、肝胆膵外科を専門として
います。
イタリアはヨーロッパの中で最も早くパンデミッ
クの影響を受けた国であることはよく知られてい
る通りですが、他の多くの国 と々同様に医療提
供体制にも大きな影響を与えました。イタリア
全土でも待機的手術の件数は減少したそうで
す。多くのICUの病床や麻酔科医師がSARS-
CoV-2感染者対応にあてられたことが、外科的
治療が減少したことの一因となりました。パンデ
ミックにおいてどのような外科的アプローチが最
適かという疑問や、腹腔鏡手術においてウイル

ス伝播が起こりうるのではないかという懸念が上
がったそうです。手術症例に優先順位も付けら
れましたが、待つことができる症例ばかりではな
く、命に関わる症例では当然緊急手術しなけれ
ばならないときもありますし、早期診断・早期治
療が重要な悪性疾患の治療を先延ばしにし続け
ることもできません。
医師が皆、通常の診療とCOVID-19の診療の
両方に携わらなければならないため、COVID-19
以外の診療にも医療資源や人員の面で影響が
及んでおり、呼吸器感染症のパンデミックがこ
んなにも外科診療に影響を及ぼすのかと実感さ
せられたとのことです。
日本でも外科手術のトリアージの指針が外
科 系学 会から公 表されたり、ICUの病床が
COVID-19診療に割り当てられるなどの対応が
続いていますが、世界各国で同様に困難な局面
が続いています。
ご協力いただいたPerra先生に感謝申し上げます。

［ Facebook ］

ＪＭＡ-ＪＤＮのメーリングリストに参加しよう！  メーリングリストには、日本医師会ＷＥＢサイトにあるＪＭＡ-ＪＤＮのページから登録することができます。研修
医・若手医師だけでなく、医学生の皆さんも大歓迎です。Facebookページでも情報を発信しています。「フォロー」や「いいね」をよろしくお願いします!

information

※寄稿：2021年8月
※寄稿者の所属は寄稿時のものです。

佐藤 峰嘉
北海道大学病院
内科I

2012年北海道大学卒。北海道内で総合
内科・呼吸器内科研修後、現在同大学で
呼吸器内科診療・基礎研究に携わる。

message

パンデミックが1日でも早く収束しますよ
うに。
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Report

Report

Report

誰もが予想しなかったであろう新型コロナウイル
ス。2019年、私が前代表から代表職を受け継
ぎ奮闘している最中に感染が拡大してきました。
昨年のMedical Future Fes（以下、MFF）最大
のイベントであるSummer Fes 2020（以下、サ
マフェス）は、2020年春早々に幹部で話し合
い開催を断念しました。そして2021年夏、東京
オリンピックが開催されるなか、再度日本中で爆
発的な感染拡大が見られ、以前のように対面式
での開催が困難であると判断し、サマフェス史
上初、オンライン上でイベントを開催することに
しました。
8月14日に開催されたサマフェス2021は四つ
のイベントが企画されました。私が企画したのは
二つです。一つ目が3年連続イベントにお呼びし
ている旅行医の伊藤玲哉先生による「医療×旅
行 諦めていた"旅行"を叶える」。旅行を介して患
者さんの願いを叶えるという伊藤先生の活動は
視聴者の心に響いたと思います。それから、二
つ目が医学部での6年間を終えようとしている私
の大学生活最後のプレゼン企画「社会人発再受
験経由医学部行き列車に乗って」。45分間のプ
レゼンで「学生のうちにやっておくべきこと」「コ

ロナ禍におけるおかじゅ流ストレス解消法」「量
ではなく質にこだわった勉強術」など10 個以上
のコンテンツを盛り込んだため早口になってしま
いました（笑）。今回の私のコンテンツでは、人
生を考えるキッカケを作ることをコンセプトに資
料を作成しました。皆さんに自身の意図すること
が伝わっているか心配でしたが、講演後に「人生
の価値観が見えて、楽しい講演だった」「限られ
た人生のなかで自分がやりたいこと、挑戦した
いことに精を出している様子が伝わってきました。
私も残された学生生活をより充実したものにする
ために、興味があることに積極的に挑戦してい
きたいと思いました」「私はプレゼンが苦手なの
で、将来はおかじゅさんみたいにわかりやすくて
ためになる話ができるように頑張りたいです」な
ど、アンケートの回答を頂き、少しでも参加者が
自分の人生を考えるキッカケを作れたのかなと思
います。
その他、副代表3名によるディスカッションイベ
ントが二つ企画されました。午前中行われた「医
療系学生大集合！多職種間の事情を知ろう！」
では学生同士の横のつながりが多くできました。
午前から午後にかけて行われた「反出生主義～

医療者としての向き合い方を探って～」はMFFイ
ベントで初めてとなる哲学企画でした。ディベー
ト好きな方々が濃厚な討論を繰り広げました。
今回は、オンライン上で9 ～ 18時の長丁場とな
るウェビナーイベントでしたが、50名近くの参加
申し込みがあり、各々の心に残るイベントになっ
たことと思います。私は今回のサマフェス2021
をもって代表職を引退しましたが、MFFの活動
は今後も続きます。色々なイベントが行われると
思いますので、皆様、今後ともMFFをよろしくお
願いいたします！

新型コロナウイルス感染拡大のなか新しい形で復活したMFF最大のイベントSummer Fes 2021総括
医療系学生団体Medical Future Fes 2019-2021年代表　東北医科薬科大学医学部医学科６年　岡田 瑞央（おかじゅ）

第15回　KnotAsia×高神大学医学部　医療人文学シンポジウム　
NPO法人KnotAsia

2021年8月27日（金）、28日（土）、東京にて、
「第15回　KnotAsia×高神大学医学部　医療
人文学シンポジウム」が開催された。
本企画は「医療を通じてアジア・世界を結ぶ」こ
とを目標に活動し続けるNPO法人KnotAsia主
催の企画。企画発案は同NPO法人代表である
大村和弘医師（東京慈恵会医科大学講師）、市
川剛医学部専門予備校YMS代表。二日間にわ
たって日韓の学生たちに「医師のロールモデル」

を探してもらうことを目的とする。
１日目は高神大学の医大生および医師を志す日
本の高卒生・現役生たちに門戸を開き、高神大
学医学部呼吸器内科オク・チョルホ教授と大村
医師・市川剛代表による「国境を越える医師」

「アジアで共生していく医師」についての講義が
行われた。オク教授は、韓国で最も忙しい呼吸
器内科医としてテレビでも報道されている。
本研修の目玉企画は、２日目に実施される「代
表的日本人」と「代表的韓国人」について取り
上げるグループ発表だ。
本年度の研修では、日本の学生たちが６グルー
プに分かれ、自分たちが目指すべき医師のロー
ルモデルとして「代表的日本人」を１名取り上げ
た。例えば、中村哲医師、神谷美恵子医師など
の名前があがった。
一方、高神大学医学部生６名は、それぞれ1名
ずつ同グループに参加。中村哲医師には張起呂
医師、神谷美恵子医師には孫良源牧師など、共
通点の多い「代表的韓国人」を取り上げた。
Zoomを駆使し、オンタイムで日韓をつなぎ、限
られた時間で議論し、グループの発表まで持っ

ていった。
同プレゼンテーションを
オク教授が採点し、優
秀賞として選ばれたのは、

「緒方洪庵×許浚」「大
村和弘×オク・チョルホ」

「北里柴三郎×大長今」
の３グループ。なかでも
最優秀賞（オク・チョル
ホ賞）として、「大村和
弘×オク・チョルホ」の
グループが選ばれた。
新型コロナウイルス感
染症が猛威を振るうな
か、日韓を含め「未来
のAsia」を背負って立
つ医療人の姿が見えた
二日間であった。

集合写真。（ホワイトボードに移っているのが高神医大生）
※撮影時の数秒のみ、マスクを外した。

挨拶をする
大村和弘医師。

Zoomで講義をする
オク・チョルホ教授。
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※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

【メーリングリスト】

※寄稿：2021年9月
※寄稿者の所属は寄稿時のものです。

皆さんは、赤い鼻をつけた道化師、クリニクラウ
ン（臨床道化師）をご存じですか？
私たち認定NPO法人日本クリニクラウン協会は、
2005年から小児病棟へ赤い鼻がトレードマーク
のクリニクラウンを定期的に派遣し、入院中の子
どもが子どもらしく過ごせる「こども時間」を届
けています。
しかし、新型コロナウイルス感染症感染拡大の
影響により、2020年2月末から、クリニクラウ
ンの病院訪問が中止になってしまいました。
入院中の子どもたちは感染予防のため、面会制
限があり、家族とも自由に会えなかったり、プレ
イルームの使用制限で、子ども同士で自由に遊

べないなど、これまで以上に様々な制約がある
なかで病気と向き合い、頑張っています。
どんな状況でも、子どもたちが病気のことを一瞬
でも忘れて、子どもらしく過ごせる時間を届けた
い、そんな「想い」から2020年3月に「クリニ
クラウンWEB事業」を立ち上げました。

●「クリニクラウンWEB事業」とは
WEBカメラのビデオ通話（Zoom）を使い、子
どもとクリニクラウンが双方向リアルタイムにコ
ミュニケーションをとり、感染症の心配なく、病
院訪問とは違う形での「出会い」や「遊び」の
時間を届けています。

今は、病院だけ
でなく自宅で療養
している子どもた
ちの家とつなが
ったり、毎月1回、
病気や障がいの
有無にかかわらず、
子ども同士が交
流できる「クリニ
クラウンとみんな
でWEBであそぼ
う」を実施してい
ます。
この「クリニクラ
ウンとみんなで

WEBであそぼう」は、クリニクラウンの活動に
賛同いただける方なら、誰でもご参加いただけま
す！
クリニクラウンがどのように子どもたちと遊んで
いるかなど「遊びのヒント」がたくさんあると思う
ので、興味がある方は日本クリニクラウン協会の
ホームページをご覧ください！！
そして、12月５日（日）に医療福祉関係の学
生を対象とした「クリニクラウンのあそびの秘密

（仮）」（無料）を実施しますので、そちらもホー
ムページでチェックしてみてください。

これからも、日本クリニクラウン協会は「すべて
のこどもにこども時間」をお届けできるように病
棟のスタッフさんたちと一緒にワンチームで進ん
でいきたいと思っています！
いつか、皆さまとお会いできる日を楽しみにして
います。

認定NPO法人　日本クリニクラウン協会
（JCCA）
〒530-0053　大阪府大阪市北区
末広町3-11天しもビル3Ｂ
TEL：06-4792-8716
FAX：06-4792-8746
E-mail: info@cliniclowns.jp

コロナ禍で誕生した新たな取り組み
認定NPO法人日本クリニクラウン協会　川島 由衣（クリニクラウン：きゃしー）

【WEB】 【Instagram】

医学英語セミナー「Tokyo MEDS」のご案内
Team Medics

こんにちは、Team Medicsです。私たちTeam 
Medicsは医療系学生の国際的なコミュニケーシ
ョン能力の育成を目的とした医学生団体です。 
Team Medics が 主 催する Tokyo MEDSは 、

“Tokyo Medical English Discovery Seminar”
の頭文字をとったセミナーで、当団体のスーパー
バイザーでもある国際医療福祉大学医学部准教
授の押味貴之先生を講師にお迎えして、月に１
回開催しております。
近年ますます医療の国際化が進み、医療従
事者が「公用語としての英語」を身につける
必要性が高まっています。それを受けてTokyo 
MEDSでは、毎回一つの「症状」「疾患」など
の臨床トピックを扱い、そのトピックに関する「臨
床英会話」と「臨床推論」のスキルを「皆で、楽
しく、わかりやすく」学びます。例として今年度
は「Memory Loss ＆ Confusion」、「Abdominal 

Distension」などをテーマとして開催いたしまし
た。「Memory Loss＆Confusion」 で は、「 記
憶」に関する様々な英語表現や見当識を確認す
る質問表現、認知症の鑑別や高齢患者さんへの
dose administration aidの方法などを学びました。
COVID-19 の流行に伴い、昨年度からTokyo 
MEDSはすべてZoomを利用したオンラインセミ
ナーとなっております。従来通りの対面での開催
が困難となり、オンライン開催に移行いたしまし
たが、それにより遠方の方々にも参加していただ
きやすくなりました。毎回のセミナーには、全国、
海外からも参加者が集まり、ディスカッションや
ロールプレイを交えて行っています。医学部1年
生から6年生まで、研修医、看護学生、医療通
訳者など、毎回様々な背景の方に参加いただい
ております。新型コロナウイルス感染症感染拡
大により海外留学だけではなく日常生活での交

流が制限される昨今ですので、Tokyo MEDSに
参加して自宅で医学英語を勉強しませんか。
Tokyo MEDSに関する最新情報はメーリングリ
スト、Facebook、Instagramにて告知しており
ます。ぜひ以下のQRコードよりメーリングリスト
をご登録ください。
医療英語や外国人医療に興味・関心のある皆さ
んからのご参加を心よりお待ちしております。

【WEB】
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1996年沖縄県生まれ。私立興南
高校卒。大学1年から琉球大学
地域医療研究会で活動。同研究
会の活動を2019年に日本プライ
マリ･ケア学会の学生セッション
にて発表し、優秀発表賞を受賞。
2020年に離島医療の課題に取り
組む任意団体 NPO GlocaLand
の設立に携わり、現代表を務める。
様々なアプローチで将来の地域医
療に貢献していきたい。

大見謝 望
（琉球大学6年）
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大見謝 望

大庭 千穂

大見謝 望

大庭 千穂
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大阪府出身。修学旅行で訪れ
た離島に魅了され、琉球大学
に進学。琉球大学地域医療研
究会に所属。かねてより医療現
場での子どもの療養環境に関
心があり、病院ボランティアとし
て夏祭りなど小児科病棟でのイ
ベントの発案・実施に携わって
きた。現在はNPO GlocaLand
のシマナビnet+部門の代表を
務める。

大庭 千穂
（琉球大学5年）

profile
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た
と
こ

ろ
、
地
域
医
療
研
究
会
で
離
島
の
子

ど
も
と
の
交
流
会
を
開
い
て
い
る
と

耳
に
し
、
入
会
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
学
童
保
育
の
ア
ル
バ
イ

ト
も
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
貧
困
な

ど
、
沖
縄
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
現
状

を
肌
で
感
じ
、
学
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
学
童
保
育
で
は
「
夜
の
子
ど
も
の

居
場
所
」
と
「
若
年
妊
婦
の
居
場
所
」

に
関
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

性
教
育
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

見
：
僕
も
子
ど
も
食
堂
で
子
ど
も
の

居
場
所
作
り
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、

沖
縄
に
お
い
て
は
離
婚
率
の
高
さ
や

未
成
年
の
出
産
の
多
さ
、
基
地
問
題
、

労
働
賃
金
な
ど
、
子
ど
も
の
貧
困
に

は
様
々
な
社
会
的
要
因
が
複
雑
に
絡

ん
で
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
家
族
や

近
所
の
つ
な
が
り
に
助
け
ら
れ
て
い

る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
問
題
で
す
ね
。

庭
：
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
学
生
と

い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
は
難
病
を
抱

え
た
子
ど
も
た
ち
が
沖
縄
で
行
う
宿

泊
キ
ャ
ン
プ
に
何
度
か
参
加
し
た
の

で
す
が
、
ま
だ
医
療
者
で
は
な
い
立

場
で
子
ど
も
や
ご
家
族
と
話
す
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
の
立
場
か
ら
医
療
を

考
え
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

見
：
卒
業
後
も
、
学
生
時
代
に
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
僕
は
、
ま
ず
離
島
に
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
離
島
の
病
院
で

実
習
を
経
験
し
た
の
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
対
応
を
含
む
医
療
基
盤
の
脆
弱

さ
を
体
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
は
小
さ
な
島
で
、
隣
に
植
物

や
小
動
物
を
育
て
る
場
所
が
あ
る
、

み
ん
な
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う
な

診
療
所
で
医
師
を
し
た
い
で
す
。

庭
：
私
は
地
域
医
療
や
性
教
育
な
ど
、

今
は
様
々
な
こ
と
に
関
心
が
あ
る
の

で
す
が
、
卒
業
後
は
地
元
の
大
阪
に

帰
り
、
災
害
医
療
や
国
際
医
療
に
携

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

医
療
研
究
会
で
は
離
島
の
医
療
者
不

足
を
知
り
ま
し
た
が
、
災
害
医
療
や

国
際
医
療
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
と
思
う
の
で
。
た
だ
、
離
島
の

魅
力
に
惹
か
れ
、
い
ず
れ
は
沖
縄
に

戻
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

見
：
改
め
て
振
り
返
る
と
、
勉
強
も

し
つ
つ
自
分
が
楽
し
い
と
思
う
こ
と

を
た
く
さ
ん
見
つ
け
ら
れ
た
大
学
時

代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
医
療
に
関

す
る
多
く
の
問
題
に
も
直
面
し
ま
し

た
が
、
様
々
な
世
界
に
触
れ
て
視
野

が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

庭
：
私
も
、
学
生
の
立
場
を
活
か
し

て
様
々
な
活
動
を
し
た
結
果
、
医

学
部
の
外
に
も
広
い
世
界
が
あ
る
と

気
付
き
、
医
師
以
外
に
も
数
多
く

の
尊
敬
で
き
る
人
た
ち
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
私

は
、
自
分
が
医
師
に
な
っ
た
後
で
何

を
し
た
い
か
と
い
う
目
標
を
見
据
え

て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

※取材対象者の所属は取材時のものです。
※取材：2021年８月
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